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隣の州にある教会で秋の昼食会が開催され、そのゲストスピーカーとして招待されました。接待担

当の女性に迎えられた後、5人の女性たちが座る円卓に加わりました。秋らしい彩りの装いに身を包

んだお母様たちでした。 

食事が出される中、順に自己紹介が行われました。接待係が、私がよくイスラエル旅行をしている

と話したことに、私の左隣の女性は困惑した顔つきで尋ねました。「一度行ったのに、なぜ同じ場所

にまた行くのですか？」答えは簡単です。「それは私たちの霊的な家だからです。それは契約と約束

に満ちた地であり、人々だからです。」 

彼女の反応は、多くのクリスチャンにも同じように見られます。「それは旧約聖書ですよ。ユダヤ人

がイエス様を拒絶したので、イエス様はイスラエルの民も土地も終わらせたのではないですか？」 

その質問に答えるために、私は最初に戻る必要がありました—創世記です。 

カルデア人のウル（イラク南部）には、神を畏れる 75歳の老人が住んでいました。とても成功した

酪農家で、名前はアブラム、親戚と妻のサライと一緒に住んでいました。サライは不妊で、子を産む

時期はとっくに過ぎていました。 

ある日、神はアブラム（創世記 12）のところに来て言われました。「あなたは、あなたの土地、あ

なたの親族、あなたの父の家を離れて、わたしが示す地へ行きなさい。そうすれば、わたしはあなた

を大いなる国民とし、あなたを祝福し、あなたの名を大いなるものとする。あなたは祝福となりな

さい。わたしは、あなたを祝福する者を祝福し、あなたを呪う者をのろう。地のすべての部族は、あ

なたによって祝福される。」 神はアブラムの子孫が「空の星のように、海辺の砂のようになる」と

まで言われたのです。さらに先のことまで主はアブラムに言われ「さあ、目を上げて、あなたがいる

その場所から北、南、東、西を見渡しなさい。わたしは、あなたが見渡しているこの地をすべて、あ

なたに、そしてあなたの子孫に永久に与えるからだ。（創世記 13：14、15） 

それは、アブラムが神をその文字通りの言葉で受け入れなければならないことを意味しました。彼

は使用人を含め大家族根こそぎ、生れ故郷を去り、大勢の群れを導き、不妊の女性からの約束の子

孫のために、未知の地へと行かなければなりませんでした！ 

アブラハム契約：永遠であり無条件の契約 

彼が聞いたことを確認したいと思いました。（私たちは彼を責めることができますか？）アブラムは

神に約束を保証するためのしるしを求めました。「神様、私がそれを相続するとどうやって分かるの

ですか？「神は、二者が命の合意で結ぶ契約と呼ばれるよく知られた儀式によって優雅に答えられ

ました。 
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契約を示すために、動物は半分に切断され、二列に並べられ、その間をトーチを持って両者が通る

というものです。両方が互いの命を守ることを誓約します。アブラムは活ける神がこの契約的同意

に招いておられることを理解しました。 

聖書は、その間を歩く順番が来たとき、神はアブラムを深い眠りに就かせ、主だけがそこを通られ

たと書いてあります。神は、契約の関係を尊重することにおいて、契約合意を守ることでアブラム

とその子孫に決して依存しないことを明らかにされました。その契約と特別な地と民との間に成さ

れた約束を守るため、永遠に忠誠を尽くされるのは神だけです。神の約束が文字通りであり、永遠

で、無条件であることをアブラムに確証したのです。 

神はアブラムの名前をアブラハムに変更することによってその瞬間を際立たせ、彼が今、多くの国

民の父となったことを宣言しました。 

モーセとの条件付きの契約 

430年後、神はモーセとヘブル人との別の契約を結ばれました。しかし、この契約は条件付きでした。

ヘブル人は、神に従順でいる限り、神の祝福を体験できるだろうと。「今、もしあなたがたが、確か

にわたしの声に聞き従い、わたしの契約を守るなら、あなたがたはあらゆる民族の中にあって、わ

たしの宝となる。全世界はわたしのものであるから。」（出エジプト記 19：5） 

この第二の契約における祝福の約束とともに、不従順の結果について警告が出されました。「主は、

地の果てから果てまでのあらゆる民の間にあなたを散らす。あなたはそこで、あなたも、あなたの

先祖たちも知らなかった、木や石で造られたほかの神々に仕える。」（申命記 28:64）。 

私たちはヘブル人の歴史を知っています。イスラエルはその不従順によって神とのその第 2 の条件

付き契約を破り、約束された罰を経験しましたが、神は常にアブラハムとの永遠で無条件の契約を

尊重し、数千年前の約束を守ることに忠実であると言われました！ 

「それにもかかわらず、彼らがその敵の地にいるとき、わたしは彼らを退けず、彼らを嫌って断ち

滅ぼさず、彼らとのわたしの契約を破ることはない。わたしが彼らの神、主だからである。」 （レビ

記 26：44-45(引用は 44節のみ)）ユダヤ人と土地に対する神の誓約(コミットメント)も永遠です。 

今日、あまりにも多くの人々が、ユダヤ人がイエスを拒絶したことで神がアブラハムの子孫として

成されたすべての約束を失ったと信じており、ユダヤ人が教会にある好意を相続できないと信じて

います。 

時間枠の外におられる神は、アブラハムと契約を結んでから 2000年後のユダヤ人の指導者たちがメ

シアを拒絶することもご存知ではなかったのでしょうか。ユダヤ人信者たちの忠実さによって誕生

した初代教会はどうでしょうか。神は、契約の一方を忠実に果たすことのできる人がいないことを

分かっておられたのではないですか。だからこそ主はアブラムを眠らせたのではないでしょうか？ 

昼食会で隣に座られた若い女性に、この話を深く掘り下げる時間は本当にありませんでした。神が

アブラハムと結ばれた契約が、子孫とイスラエルの地のためであること、それは永遠であり、解約・

変更不能であること、彼女がその真理を求める一歩であることを祈りました。 
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ディスカッションに関する質問 

1. クリスチャンである私たちにとって、アブラハムへの神の約束がまだ有効であると信じることは

重要ですか？ なぜですか？または、なぜそう思わないのですか？ 

 

 

2. エレミヤ 31：35-37は、今日のイスラエルとユダヤ人について何と言っていますか？ 

 

 

3. アブラハム契約を文字通りの約束として扱うことはどれほど重要ですか。 

 

 

4. 創世記 15：6で、アブラハムが神を信じて、義と認められた（みなされた）と神のことばは言い

ます。創世記で神がアブラハムに語られたとき、彼が直面した信仰への色々な挑戦は何でした

か？ 

 

 

5. アブラハム契約は神の御性質と特徴についてどう言っていますか？ 

 

 

6. あなたの信仰を引き伸ばすために、神があなたに未知の場所に足を踏み入れ、神に信頼するよう

に求められた時がありましたか。 

 

 

7. 契約と一致する定義はどれでしょう。 

____ アブラハム契約    a. 完成したキリストの働きに基づく 

____ 新しい契約    b. 無条件、今日に至るまで永遠 

（この学びで触れていません） 

 

____ モーセ契約    c. 条件付き、破られる場合、罰が生じる 

引用聖句は新改訳 2017年版を使用 


